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１．取り組む施策の３つの柱





第２章　取り組み内容





【目標年次】5年後の平成28年度（2016年度）を目標とする





■目標とする年次





■施策の３つの柱


　








■施策の展開にあたって


　























ビジョンの基本目標である『府民とともにめざす豊かな「食とみどり」の創造』を実現


するため、府民協働の取り組みを推進するとともに、「新たな取り組みの方向」の内容を


踏まえ、農外からの参入促進や大阪産（もん）のブランド力の向上などによる“強い農業


づくり”や直売所を核とした地産地消の推進など“大都市大阪のメリットを活かした施策の


推進”、自然災害などから府民の生命・財産を守る“安全・安心な農業・農空間づくり”


などを重点に、以下の３つの取り組みを総合的に展開し、農空間の保全・活用、都市農業


の推進を図る。


①多様な担い手の育成・確保【ひと】


②生産振興・地産地消の推進【もの】


③農空間の保全・活用【空間】











１．多様な担い手の育成・確保【ひと】


（１）主力となる農業者の育成・確保


（２）企業及び新規就農者の参入促進


（３）地産地消を担う大阪版認定農業者の支援


（４）地域の営農を支える新たな担い手の育成・確保


（５）準農家制度の推進





２．生産振興・地産地消の推進【もの】


（１）大阪産(もん)のブランドの確立・6次産業化の推進


（２）農産物直売所を核とした販売農家・地域の元気力向上


（３）農産物の安全・安心確保





３．農空間の保全・活用【空間】


（１）農空間の保全・活用に向けた地域力による持続可能な農空間づくり


（２）農業用施設のストックマネジメント（長寿命化対策）の推進


（３）営農環境の整備


（４）遊休農地対策の推進


（５）災害に強い農空間づくりの推進
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